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ROV-E調査中断に伴う再現性確認とその後の⼯程について
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項⽬
1⽉31⽇の主な⼯程

再現性確認

調査前準備作業

ROV-E
調査再開

電源投⼊

ROVインストール

吊り降ろし

⽔中動作確認

調査ポイント①

調査ポイント②

夜間待機場所へ遊泳

電源停⽌

【再現性確認】
①インストール装置の先端を屈曲
②屈曲部を270mmまで伸⻑ ※
③屈曲部を0mmまで収縮
④屈曲部を再度270mmまで伸⻑
※1⽉12⽇は240mmまでしか伸⻑しなかった

再現性が無いことを確認することで、
1⽉12⽇の事象は、⼀過性の事象と判断

▽再現性確認

▽着⽔／調査再開【着⽔／調査再開】
ROV本体の着⽔を確認することで、
ROV-Eの堆積物サンプリング調査を
再開すると判断


